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チェックしました

氏　名 研修費 資料購入費（書籍等） 返還額使用総額

150,000円水本 冨美子  　0円

神出　佳宏　　0円

港　　一紫      0円

井上　弘治
            1万8,060円

大黒　一也      0円

西本　祐子
        　      3,070円

濵中　保夫      0円

大松 喜次郎     0円

宮本　　隆
           1万9,400円

藍川 佳津樹
           1万6,147円

０円 ０円

０円 ０円

０円 ０円

０円

０円

０円

０円

０円

０円

日本自治創造学会
２０２０年度 年会費
         2,000円 

０円

・ガバナンス2019/12
・自治体危機

・2025年金融改革と財政出動
・財政型の金融改革
・2021年からの金融と財政分析

・公用文用字用語辞典
・公用文　用字用語の要点
・地方議会 議事次第書・書式例  第４次改訂版  補訂版

・どんな場面も切り抜ける！公務員の議会答弁術

・地方議員のための役所を動かす質問のしかた

・憲法解釈権力
・武器としての「資本論」
・あいまいな会話はなぜ成立するのか
・社会という荒野を生きる
・彼らは世界にはなればなれに立っている
・「仮住まい」と戦後日本　実家住まい　賃貸住まい
　仮設住まい
・人新世の「資本論」
・月刊ジャーナリズム2021年01月号

3,300円
　　　　　　　1,760円

1,320円
1,540円
1,870円

2,420円
1,122円
815円

4,750円
　　　　　　　2,550円

7,150円

2,420円

2,530円

146,930円

　150,000円

150,000円

150,000円

150,000円

130,600円

133,853円

131,940円
6,020円
6,020円
6,020円

  990円
2,080円

150,000円

2021

5.１
第80号
香川県宇多津町うたづ議会だより

定例会「コロナ対策と少子化」ほか
委員会審議「まちなかウォーカブル」ほか
町政を問う「バックアップすべき行政データの特定は」ほか

4
2

6

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
県
外
に
居
る
家
族

や
子
供
、
孫
た
ち
に
会
い
に
行
く
こ
と

を
控
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時

は
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
に
、
ほ
と
ん
ど

書
く
こ
と
が
な
か
っ
た
手
紙
で
も
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
で
は
、
心
境
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
合
え
ま
す
が
、
た
ま
に
は
手
書
き

で
近
況
を
伝
え
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

　
言
葉
で
は
照
れ
く
さ
く
て
伝
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
も
手
紙
な
ら
伝
え
ら
れ
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
会
い
に
行
く
こ
と
が
出

来
な
く
、
つ
ら
い
け
ど
、
あ
の
こ
ろ
は

大
変
だ
っ
た
ね
と
笑
い
あ
っ
て
あ
え
る

日
が
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
よ
、
親
よ

り
」
と
い
っ
た
言
葉
一
言
を
添
え
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
　
一
也
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
大
黒
　
一
也

副
委
員
長
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
西
本
　
祐
子

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

政務活動費はこのように使われています
政務活動費とは…地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。宇多津町議会で
　　　　　　　　は研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。
　　　　　　　　仮払いの自治体が多い中、宇多津町では領収書を添付する精算払いで実費を支払い、
　　　　　　　　年度ごとの残金はすべて町に返還しています。（総額は、議員一人あたり年間15万円まで）
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

議
員
の
賛
否

審　議　案　件

議
　
　
　      

案

請
願
同
意

◯

◯

◯

◯

◯

　

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

審　議　案　件

議  

　
　 

案

◯

◯

◯

◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第１回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第１回定例会
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◯

◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

第
１
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
令
和
３
年

２
月
５
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議

案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
令
和
３
年
３
月
３
日
か
ら
３
月
12
日
の
10
日
間
で
開
催
さ
れ
、
予
算
11
件
、

議
案
４
件
、
同
意
１
件
、
継
続
審
査
１
件
の
計
17
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案

は
原
案
通
り
可
決
・
同
意
・
採
択
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

主
な
内
容

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号

　
　 

　 

（
２
億
２
６
６
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施
設
整
備
事
業

　
　  

　
　
　
　
　
　
　   

（
３
億
９
２
５
０
万
円
）

　
現
在
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
南
部
地
区
に
施
設
を
整

　
備
す
る
。

令
和
２
年
度
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
　
　
　
　
　          

全
会
一
致
で
可
決

　
監
査
委
員
か
ら
の
ご
指
摘
も
あ
り
、
減
債
基
金
を
活
用

し
償
還
の
見
直
し
を
し
た
。

　
平
成
19
、
20
年
に
総
額
１
億
３
１
０
０
万
円
の
起
債

（
借
入
）
を
し
、
令
和
９
年
度
ま
で
毎
年
９
０
０
万
円
余

り
の
元
利
償
還
予
定
だ
っ
た
。
残
り
の
元
金
５
９
０
０
万

円
余
り
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
こ
と
で
、
利
子
の
５
０
０

万
円
余
り
が
不
要
に
な
っ
た
。

主
な
内
容

令和２年度宇多津町一般会計補正予算（第９号）
令和２年度宇多津町固定系防災行政無線更新工事請
負変更契約の締結
令和２年度公共下水道雨水貯留槽設置工事請負変更
契約の締結
令和２年度南部児童館（仮称）建設に伴う造成工事
請負変更契約の締結

令和２年度宇多津町一般会計補正予算（第10号）

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和２年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度宇多津町一般会計予算

令和３年度国民健康保険特別会計予算

令和３年度介護保険特別会計予算

令和３年度後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度下水道事業特別会計予算

宇多津町特別会計条例の一部を改正する条例

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

町道路線の認定

坂出・宇多津広域行政事務組合規約の変更

令和２年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計補正
予算（第１号）　　　　　　

「所得税法第56条の見直し」の意見書採択を求める
請願書（継続審査）　　　　

宇多津町監査委員の選任（中村洋二郎氏）　　

宇
多
津
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　          

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
の
償
還
払
い
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
会
計
を
廃
止
し
一
般
会
計
に
移
行

す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　 

（
66
億
４
６
０
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
１
億
１
５
０
０
万
円
）

　
１
号
、
５
号
公
園
の
ト
イ
レ
改
築
、
２
号
公
園
（
ビ
オ

ト
ー
プ
公
園
）
の
改
良
予
定

　
臨
海
公
園
東
側
（
遊
歩
道
）
１
号
緑
地
園
路
改
修
、
そ

の
他
。

町
営
新
町
団
地
長
寿
命
化
事
業
（
１
億
３
０
０
万
円
）

　
町
営
住
宅
長
寿
命
化
の
た
め
、
外
壁
補
修
、
再
塗
装
な

ど
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
（
２
２
９
０
万
円
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
10
％
↓
20
％
に
引
き
上
げ
る

た
め
、
前
年
度
比
１
１
５
０
万
円
の
増
額
。

体
育
館
空
調
設
備
整
備
事
業
（
６
０
０
万
円
）

　
町
民
体
育
館
と
北
小
体
育
館
に
導
入
す
る
実
施

設
計
を
行
う
。

出
産
祝
金
支
給
事
業
（
２
０
０
万
円
）

　
新
規
事
業
。
子
ど
も
１
人
出
産
に
つ
き
１
万
円

支
給
す
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
（
１
３
７
万
円
）

　
日
帰
り
型
の
事
業
を
拡
充
し
、
町
内
の
ホ
テ
ル

の
一
室
で
助
産
師
に
よ
る
産
後
す
ぐ
か
ら
６
か
月

ま
で
産
後
ケ
ア
を
行
う
。
今
の
と
こ
ろ
月
に
２
組

を
予
定
し
て
い
る
が
、
回
数
制
限
は
な
い
。
兄
姉

が
い
る
場
合
は
、
は
ぐ
は
ぐ
ラ
ン
ド
を
利
用
す
る
。

令
和
２
年
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号

　
　 

（
３
１
６
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
予
算
の
計

上
で
、
全
額
国
庫
負
担
で
あ
る
。

「
所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し
」
の
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書
　   

全
会
一
致
で
採
択

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
請
願
で
、
内
容
と
し
て
白
色
申
告
者
は
事

業
主
の
所
得
か
ら
家
族
従
業
者
の
控
除
の
在
り
方

が
現
代
の
税
制
度
と
は
合
っ
て
い
な
い
た
め
、
国

に
見
直
し
を
求
め
る
よ
う
町
議
会
か
ら
意
見
書
を

あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

                               

継
続
審
査
第
１
号



2宇多津町議会だより No.803 宇多津町議会だより No.80

定
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会
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告

臨
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員
の
賛
否

審　議　案　件

議
　
　
　      

案

請
願
同
意

◯

◯

◯

◯

◯

　

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

審　議　案　件

議  

　
　 

案

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第１回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第１回定例会

◯
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◯

◯

　

◯
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◯

◯

◯

◯

　

◯
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第
１
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
令
和
３
年

２
月
５
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、
議

案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
令
和
３
年
３
月
３
日
か
ら
３
月
12
日
の
10
日
間
で
開
催
さ
れ
、
予
算
11
件
、

議
案
４
件
、
同
意
１
件
、
継
続
審
査
１
件
の
計
17
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案

は
原
案
通
り
可
決
・
同
意
・
採
択
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

主
な
内
容

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号

　
　 

　 

（
２
億
２
６
６
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

南
部
地
区
子
育
て
支
援
・
交
流
施
設
整
備
事
業

　
　  

　
　
　
　
　
　
　   

（
３
億
９
２
５
０
万
円
）

　
現
在
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
南
部
地
区
に
施
設
を
整

　
備
す
る
。

令
和
２
年
度
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
　
　
　
　
　          

全
会
一
致
で
可
決

　
監
査
委
員
か
ら
の
ご
指
摘
も
あ
り
、
減
債
基
金
を
活
用

し
償
還
の
見
直
し
を
し
た
。

　
平
成
19
、
20
年
に
総
額
１
億
３
１
０
０
万
円
の
起
債

（
借
入
）
を
し
、
令
和
９
年
度
ま
で
毎
年
９
０
０
万
円
余

り
の
元
利
償
還
予
定
だ
っ
た
。
残
り
の
元
金
５
９
０
０
万

円
余
り
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
こ
と
で
、
利
子
の
５
０
０

万
円
余
り
が
不
要
に
な
っ
た
。

主
な
内
容

令和２年度宇多津町一般会計補正予算（第９号）
令和２年度宇多津町固定系防災行政無線更新工事請
負変更契約の締結
令和２年度公共下水道雨水貯留槽設置工事請負変更
契約の締結
令和２年度南部児童館（仮称）建設に伴う造成工事
請負変更契約の締結

令和２年度宇多津町一般会計補正予算（第10号）

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和２年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度宇多津町一般会計予算

令和３年度国民健康保険特別会計予算

令和３年度介護保険特別会計予算

令和３年度後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度下水道事業特別会計予算

宇多津町特別会計条例の一部を改正する条例

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

町道路線の認定

坂出・宇多津広域行政事務組合規約の変更

令和２年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計補正
予算（第１号）　　　　　　

「所得税法第56条の見直し」の意見書採択を求める
請願書（継続審査）　　　　

宇多津町監査委員の選任（中村洋二郎氏）　　

宇
多
津
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　          

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
の
償
還
払
い
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
会
計
を
廃
止
し
一
般
会
計
に
移
行

す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　 

（
66
億
４
６
０
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
１
億
１
５
０
０
万
円
）

　
１
号
、
５
号
公
園
の
ト
イ
レ
改
築
、
２
号
公
園
（
ビ
オ

ト
ー
プ
公
園
）
の
改
良
予
定

　
臨
海
公
園
東
側
（
遊
歩
道
）
１
号
緑
地
園
路
改
修
、
そ

の
他
。

町
営
新
町
団
地
長
寿
命
化
事
業
（
１
億
３
０
０
万
円
）

　
町
営
住
宅
長
寿
命
化
の
た
め
、
外
壁
補
修
、
再
塗
装
な

ど
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
事
業
（
２
２
９
０
万
円
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
10
％
↓
20
％
に
引
き
上
げ
る

た
め
、
前
年
度
比
１
１
５
０
万
円
の
増
額
。

体
育
館
空
調
設
備
整
備
事
業
（
６
０
０
万
円
）

　
町
民
体
育
館
と
北
小
体
育
館
に
導
入
す
る
実
施

設
計
を
行
う
。

出
産
祝
金
支
給
事
業
（
２
０
０
万
円
）

　
新
規
事
業
。
子
ど
も
１
人
出
産
に
つ
き
１
万
円

支
給
す
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
（
１
３
７
万
円
）

　
日
帰
り
型
の
事
業
を
拡
充
し
、
町
内
の
ホ
テ
ル

の
一
室
で
助
産
師
に
よ
る
産
後
す
ぐ
か
ら
６
か
月

ま
で
産
後
ケ
ア
を
行
う
。
今
の
と
こ
ろ
月
に
２
組

を
予
定
し
て
い
る
が
、
回
数
制
限
は
な
い
。
兄
姉

が
い
る
場
合
は
、
は
ぐ
は
ぐ
ラ
ン
ド
を
利
用
す
る
。

令
和
２
年
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号

　
　 

（
３
１
６
０
万
円
）
全
会
一
致
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
予
算
の
計

上
で
、
全
額
国
庫
負
担
で
あ
る
。

「
所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し
」
の
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書
　   

全
会
一
致
で
採
択

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
請
願
で
、
内
容
と
し
て
白
色
申
告
者
は
事

業
主
の
所
得
か
ら
家
族
従
業
者
の
控
除
の
在
り
方

が
現
代
の
税
制
度
と
は
合
っ
て
い
な
い
た
め
、
国

に
見
直
し
を
求
め
る
よ
う
町
議
会
か
ら
意
見
書
を

あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

                               

継
続
審
査
第
１
号



成年後見制度

保健福祉課

脳の若返り講座

保健福祉課

介護保険保険者努力支援交付金

保健福祉課

学校に無光触媒塗布

学校教育課

Q 　コロナ対策として小中学校に無光
触媒を塗布するようだが、どこに塗
布するのか。

A 　国の補助事業として、それぞれの
学校のトイレを考えている。

45 宇多津町議会だより No.80宇多津町議会だより No.80

総
務
建
設
・
教
育
民
生
合
同
委
員
会

まちなかウォーカブル

地域整備課

町営住宅の駐車場

地域整備課

ふるさと納税の返礼品

総務課

2号公園の改修

地域整備課

　教
育
民
生
合
同
委
員
会

町
政
を
問
う

　浜六番丁の２号公園｢ビオトープ公
園｣の改修をするようだが、どのよう
に整備するのか。

総務建設・教育民生合同委員会
まちなかウォーカブル

Q 　今現在、返礼品の品数は。
A 　地場産品に限られるため、一時は
100品目以下になった。他市町との
共通返礼品を増やすなどの努力もし
ており、131品目になった。

Q

A 　地元とも協議しながら、バスケッ
トゴールやドッグランなどを整備予
定である。

ふるさと納税返礼品

2号公園「ビオトープ公園」

Q

A

Q

A

　まちづくり関連の交付金で「まち
なかウォーカブル事業」とは。

　令和２年度から始まった国の補助
事業で、町中の歩いて回れる範囲の
道路や公園、広場の整備などが対象
になる。通常事業は４割補助だが、
本事業は１割増しの５割補助となる。

　新町・新開南は満車。十楽寺団地
は55台分のうち６台のみ使用して
いる。

　町営団地の駐車場は空きが目立つ
ところもあるが、何台分使っている
のか。

Q

A 　町営住宅入居者以外の人に貸すの
は目的外使用になるので、難しい。

　空き駐車場は近隣住民などには貸
せないのか。

脳の若返り講座スタート
教育民生合同委員会

　成年後見制度利用支援事業の令和
２年度予算が使われていないが、利
用者がいないのか。

Q

A 　２年度からの取り組みであり、実
績がなかった。３年度は予算化して
いる。必要があれば事業を進めてい
く。

　「脳トレ」教室の回数が減ってい
るのはどうしてか。

Q

A 　代わりに「脳の若返り講座」を新
設している。
　それはどこで行うのか。Q

A 　「まんでがん体操」の場所10か
所程度、今後検討していく。回数は
年に３回程度。

Q 　介護保険保険者努力支援交付金とは。

A 　令和２年度から、介護保険の取り
組みに対して国からの補助金が出て
いる。県下では4位。

Q 　具体的にはどのようなことか。

A 　介護予防・健康づくりなどに関す
る取り組みを点数化している。

町政を問う町政を問う
（一般質問の件名）

・指定避難所の鍵の管理、迅速な受け入れは
・救急電話相談の周知啓発を

・タブレット授業について

・今こそ、空き家の活用を
・不登校生徒の支援は進んだのか

・宇多津中学校体育館等へのエアコン設置は
・「宇多津町ゼロカーボンシティ」宣言を

・四国新幹線議論での本町の立位置
・新型コロナワクチン接種について

・教職員の変形労働時間制の導入は
・町道の管理は

・バックアップすべき行政データの特定は
・町内出身職員が減少していると感じるが

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

・保育・幼児教育の給食費無償化
・待機児童について
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問

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

67 宇多津町議会だより No.80宇多津町議会だより No.80

一
般
質
問

一
般
質
問

問問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

問

浅
野
総
務
課
長

問

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
二
月
に
香
川
経
済
同
友

会
が
「
四
国
新
幹
線
高
松
駅

イ
メ
ー
ジ
」
の
候
補
地
を
挙

げ
て
、
浜
田
知
事
に
提
言
が

あ
り
、
知
事
か
ら
「
新
幹
線

開
業
を
前
提
と
し
て
具
体
的

に
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
は
瀬
戸
大
橋
を
鉄

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

町
長

　接
種
体
制
が
確
定
す
れ
ば
、
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る
準
備
を
し
て
い
る

四
国
新
幹
線
議
論
で
の
本
町
の
立
位
置

ま
ち
づ
く
り
課
長

　早
期
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取
組
ん
で
い
く

　

　
　
　
　
　
現
在
、
ワ
ク
チ

ン
配
分
の
数
量
、
時
期
な
ど

国
か
ら
の
明
確
な
回
答
が
得

ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
出
来
る
報
告
を
申

し
上
げ
る
。

　
国
が
行
う
事
業
全
体
の
優

先
は
医
療
従
事
者
で
あ
る
が
、

町
が
計
画
す
る
順
位
の
第
一

は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

（
約
四
千
二
百
人
）
第
二
は

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
（
約

七
百
人
）
第
三
は
高
齢
者
施

設
の
従
事
者
（
約
三
百
人
）

最
後
に
こ
れ
以
外
で
十
六
歳

以
上
（
約
一
万
人
）
と
試
算

し
て
い
る
。

　
最
初
の
接
種
を
四
月
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　   

長
期

に
わ
た
る
経
緯
の
中
、
平
成

二
十
九
年
に
「
四
国
新
幹
線

整
備
促
進
期
成
会
」
が
設
立

さ
れ
、
新
幹
線
開
業
の
要
望

を
国
に
提
出
し
て
い
る
。

　
当
町
は
、
知
事
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
国
交
省
へ
導
入

の
要
望
書
を
提
出
、
ま
た
町

村
会
の
会
長
と
し
て
各
種
大

会
に
参
加
し
て
い
る
。

道
併
用
橋
と
し
、
宇
多
津
駅

に
は
新
幹
線
用
地
も
準
備
し

て
高
知
・
松
山
を
繋
ぐ
核
と

な
る
期
待
が
あ
っ
た
。

　
実
現
は
遠
い
が
、
最
近
の

関
係
機
関
の
動
き
は
如
何
か
。

　
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
昨
年

二
月
に
宇
多
津
商
工
会
に
よ

る
講
演
会
「
四
国
新
幹
線
と

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
件

の
早
期
実
現
に
向
け
て
鋭
意

取
組
ん
で
い
る
。

　
　
待
望
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
る
。
事
業
は
国
が
大

き
な
方
向
性
を
示
す
も
の
の
、

具
体
的
な
実
施
は
自
治
体
に

な
る
。

　
対
象
者
の
属
性
の
区
分
や

順
位
、
場
所
、
方
法
な
ど
、

現
時
点
で
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

日
か
ら
一
部
の
医
療
機
関
で
、

そ
の
後
供
給
が
順
調
に
な
れ

ば
、
臨
時
の
集
団
接
種
会
場

も
準
備
す
る
。

　
以
上
接
種
体
制
が
確
定
す

れ
ば
、
広
く
住
民
に
お
知
ら

せ
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　
　
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
業
務
継
続
計
画
策
定
状
況

の
結
果
が
令
和
元
年
12
月
に

消
防
庁
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

本
町
は
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

べ
き
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

項
目
で
、
特
定
し
て
い
な
い
」

と
あ
っ
た
。
被
災
者
支
援
や

住
民
対
応
に
お
い
て
、
行
政

デ
ー
タ
は
欠
か
せ
な
い
。
庁

舎
が
被
災
す
る
こ
と
に
備
え
、

必
要
な
デ
ー
タ
が
不
足
な
く
、

町
内
出
身
職
員
が
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
る
が

総
務
課
長

　現
職
員
の
約
60
％
が
町
内
在
住
で
あ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
行
政
デ
ー
タ
の
特
定
は

危
機
管
理
課
長

　来
年
度
中
を
め
ど
に
達
成
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
過
去
５
年

間
で
は
、一
般
行
政
職
の「
大

学
卒
業
程
度
」
が
最
少
10
％
、

最
多
25
％
、
「
民
間
等
経
験

者
」
が
最
少
16
・
３
％
、
最

多
22
・
２
％
で
あ
る
。
（
応

募
の
書
類
上
）
次
に
、
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
べ
き
デ
ー
タ
の
特

定
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
。
住
民
基
本
情

報
や
税
情
報
な
ど
、
主
だ
っ

た
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で

き
て
い
る
が
、
現
在
、
各
所

属
が
保
有
す
る
多
く
の
重
要

な
行
政
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う

な
形
で
保
有
、
保
管
さ
れ
て

い
る
の
か
を
洗
い
出
し
て
整

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
作
業
が
終
わ
れ
ば
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
重
要
な

デ
ー
タ
を
特
定
し
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
方
法
に
つ
い
て
は
デ

ー
タ
の
所
管
課
や
総
務
課
情

報
担
当
と
も
連
携
協
力
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

復
元
で
き
る
体
制
が
必
要
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

末
中
に
保
有
デ
ー
タ
を
洗
い

出
す
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ま
で

の
完
了
は
来
年
度
中
を
め
ど

に
し
た
い
。

　
　
段
々
と
地
元
出
身
の
職

員
が
減
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

地
元
出
身
者
の
場
合
、
同
窓

生
や
親
戚
縁
者
が
居
て
地
域

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

り
、
住
民
の
信
頼
性
は
高
い

と
思
う
。
新
聞
に
「
香
川
か

ら
県
外
の
大
学
に
進
学
し
た

学
生
の
７
割
近
く
が
卒
業
後

に
県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
近

年
の
町
内
出
身
者
の
応
募
割

合
と
採
用
実
績
は
ど
う
か
。

      

ど
れ
ぐ
ら
い
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

実
績
で
の
割
合
は
現
職
員
の

約
60
％
が
町
内
在
住
者
で
あ

る
。
隣
市
を
含
め
れ
ば
約
85

％
で
あ
る
。
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長
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一
般
質
問

一
般
質
問

問問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

問

浅
野
総
務
課
長

問

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
二
月
に
香
川
経
済
同
友

会
が
「
四
国
新
幹
線
高
松
駅

イ
メ
ー
ジ
」
の
候
補
地
を
挙

げ
て
、
浜
田
知
事
に
提
言
が

あ
り
、
知
事
か
ら
「
新
幹
線

開
業
を
前
提
と
し
て
具
体
的

に
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
は
瀬
戸
大
橋
を
鉄

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

町
長

　接
種
体
制
が
確
定
す
れ
ば
、
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る
準
備
を
し
て
い
る

四
国
新
幹
線
議
論
で
の
本
町
の
立
位
置

ま
ち
づ
く
り
課
長

　早
期
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取
組
ん
で
い
く

　

　
　
　
　
　
現
在
、
ワ
ク
チ

ン
配
分
の
数
量
、
時
期
な
ど

国
か
ら
の
明
確
な
回
答
が
得

ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
出
来
る
報
告
を
申

し
上
げ
る
。

　
国
が
行
う
事
業
全
体
の
優

先
は
医
療
従
事
者
で
あ
る
が
、

町
が
計
画
す
る
順
位
の
第
一

は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

（
約
四
千
二
百
人
）
第
二
は

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
（
約

七
百
人
）
第
三
は
高
齢
者
施

設
の
従
事
者
（
約
三
百
人
）

最
後
に
こ
れ
以
外
で
十
六
歳

以
上
（
約
一
万
人
）
と
試
算

し
て
い
る
。

　
最
初
の
接
種
を
四
月
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　   

長
期

に
わ
た
る
経
緯
の
中
、
平
成

二
十
九
年
に
「
四
国
新
幹
線

整
備
促
進
期
成
会
」
が
設
立

さ
れ
、
新
幹
線
開
業
の
要
望

を
国
に
提
出
し
て
い
る
。

　
当
町
は
、
知
事
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
国
交
省
へ
導
入

の
要
望
書
を
提
出
、
ま
た
町

村
会
の
会
長
と
し
て
各
種
大

会
に
参
加
し
て
い
る
。

道
併
用
橋
と
し
、
宇
多
津
駅

に
は
新
幹
線
用
地
も
準
備
し

て
高
知
・
松
山
を
繋
ぐ
核
と

な
る
期
待
が
あ
っ
た
。

　
実
現
は
遠
い
が
、
最
近
の

関
係
機
関
の
動
き
は
如
何
か
。

　
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
昨
年

二
月
に
宇
多
津
商
工
会
に
よ

る
講
演
会
「
四
国
新
幹
線
と

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
件

の
早
期
実
現
に
向
け
て
鋭
意

取
組
ん
で
い
る
。

　
　
待
望
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
る
。
事
業
は
国
が
大

き
な
方
向
性
を
示
す
も
の
の
、

具
体
的
な
実
施
は
自
治
体
に

な
る
。

　
対
象
者
の
属
性
の
区
分
や

順
位
、
場
所
、
方
法
な
ど
、

現
時
点
で
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

日
か
ら
一
部
の
医
療
機
関
で
、

そ
の
後
供
給
が
順
調
に
な
れ

ば
、
臨
時
の
集
団
接
種
会
場

も
準
備
す
る
。

　
以
上
接
種
体
制
が
確
定
す

れ
ば
、
広
く
住
民
に
お
知
ら

せ
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　
　
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
業
務
継
続
計
画
策
定
状
況

の
結
果
が
令
和
元
年
12
月
に

消
防
庁
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

本
町
は
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

べ
き
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

項
目
で
、
特
定
し
て
い
な
い
」

と
あ
っ
た
。
被
災
者
支
援
や

住
民
対
応
に
お
い
て
、
行
政

デ
ー
タ
は
欠
か
せ
な
い
。
庁

舎
が
被
災
す
る
こ
と
に
備
え
、

必
要
な
デ
ー
タ
が
不
足
な
く
、

町
内
出
身
職
員
が
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
る
が

総
務
課
長

　現
職
員
の
約
60
％
が
町
内
在
住
で
あ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
行
政
デ
ー
タ
の
特
定
は

危
機
管
理
課
長

　来
年
度
中
を
め
ど
に
達
成
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
過
去
５
年

間
で
は
、一
般
行
政
職
の「
大

学
卒
業
程
度
」
が
最
少
10
％
、

最
多
25
％
、
「
民
間
等
経
験

者
」
が
最
少
16
・
３
％
、
最

多
22
・
２
％
で
あ
る
。
（
応

募
の
書
類
上
）
次
に
、
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
べ
き
デ
ー
タ
の
特

定
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
。
住
民
基
本
情

報
や
税
情
報
な
ど
、
主
だ
っ

た
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で

き
て
い
る
が
、
現
在
、
各
所

属
が
保
有
す
る
多
く
の
重
要

な
行
政
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う

な
形
で
保
有
、
保
管
さ
れ
て

い
る
の
か
を
洗
い
出
し
て
整

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
作
業
が
終
わ
れ
ば
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
重
要
な

デ
ー
タ
を
特
定
し
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
方
法
に
つ
い
て
は
デ

ー
タ
の
所
管
課
や
総
務
課
情

報
担
当
と
も
連
携
協
力
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

復
元
で
き
る
体
制
が
必
要
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

末
中
に
保
有
デ
ー
タ
を
洗
い

出
す
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ま
で

の
完
了
は
来
年
度
中
を
め
ど

に
し
た
い
。

　
　
段
々
と
地
元
出
身
の
職

員
が
減
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

地
元
出
身
者
の
場
合
、
同
窓

生
や
親
戚
縁
者
が
居
て
地
域

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

り
、
住
民
の
信
頼
性
は
高
い

と
思
う
。
新
聞
に
「
香
川
か

ら
県
外
の
大
学
に
進
学
し
た

学
生
の
７
割
近
く
が
卒
業
後

に
県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
近

年
の
町
内
出
身
者
の
応
募
割

合
と
採
用
実
績
は
ど
う
か
。

      

ど
れ
ぐ
ら
い
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

実
績
で
の
割
合
は
現
職
員
の

約
60
％
が
町
内
在
住
者
で
あ

る
。
隣
市
を
含
め
れ
ば
約
85

％
で
あ
る
。
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問 問問 問

森
地
域
整
備
課
主
幹

中
谷
教
育
次
長

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

今
井
住
民
生
活
課
長

問

　
　
昨
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
提
案
を
し
、
町
長

か
ら
の
答
弁
は
、
令
和
３
年

度
に
宇
多
津
小
学
校
の
町
民

体
育
館
と
宇
多
津
北
小
学
校

の
体
育
館
に
つ
い
て
設
計
を

宇
多
津
中
学
校
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

町
長

　令
和
４
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
設
置
完
了
の
予
定

「
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
を

住
民
生
活
課
長

　次
回
定
例
会
に
て
表
明
し
た
い

　
　
町
道
の
管
理
は
道
路
補

修
計
画
に
よ
っ
て
数
年
単
位

で
計
画
さ
れ
、
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
一
つ
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
緊
急

に
道
路
の
補
修
が
必
要
な
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

町
道
の
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹

　限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
総
合
的
に
判
断

　

し
、
令
和
４
年
度
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
、
工
事
に
取
り
か

か
り
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
宇
多
津
中
学
校
の
体
育

館
と
デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
検

　
　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

ゼ
ロ
を
宣
言
す
る
自
治
体
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
が
こ

の
１
年
で
急
増
し
て
い
る
。

香
川
県
に
お
い
て
も
、
浜
田

知
事
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
目
指
す

事
を
表
明
し
た
。
本
町
と
し

て
も
気
候
変
動
に
対
し
危
機

意
識
を
持
ち
、
取
り
組
み
を

推
し
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
「
宇
多
津

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
の
表
明
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
は
、
県
下
の
中
で
も

率
先
し
て
進
め
て
い
る
。
予

定
で
は
あ
る
が
、
次
回
定
例

会
に
て
、
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
表
明

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

　
　
　
　
　
中
学
校
の
体
育

館
と
デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
実
施
計
画
を
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
町
道
は
、

路
線
数
で
約
３
７
０
、
路
線

　
傷
ん
で
い
る
道
路
が
確
認

で
き
た
が
、
現
状
、
町
道
全

体
の
補
修
計
画
の
優
先
順
位

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
昨
年
12
月
の
国
会
で
法

改
正
に
よ
り
教
職
員
の
１
年

単
位
で
の
変
形
時
間
労
働
制

を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

繁
忙
期
と
閑
散
期
を
作
る
こ

と
で
ま
と
ま
っ
た
休
み
を
取

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
業

時
間
の
上
限
を
上
げ
て
し
ま

う
の
で
、
た
だ
で
さ
え
長
い

教
職
員
の
残
業
を
助
長
す
る

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

教
職
員
の
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
は

教
育
次
長

　現
在
、
本
町
で
採
用
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る

　
　
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
、
い
つ
す

る
の
か
。

延
長
で
約
95
㎞
あ
り
、
経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
年

々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
限

ら
れ
た
財
源
で
舗
装
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。
優
先
順
位
に

つ
い
て
は
舗
装
の
傷
み
具
合

か
ら
「
大
規
模
な
修
繕
を
要

す
る
」
と
判
断
さ
れ
た
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け

環
境
省
の
地
方
公
共
団
体
カ

ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
を
活
用
し
、
本
館
、

北
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
本

年
度
は
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
又
、
空
調
の
事

　
　
　
　
　
　
　
教
職
員
の

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
４
月
に
宇
多
津
町
立

学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

業
を
実
施
し
た
。
町
内
の
防

犯
灯
や
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
取
り
組
み
、
現
在
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
２
０

１
３
年
度
比
に
比
べ
37
・
９

％
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
３

０
年
度
ま
で
40
％
の
目
標
を
、

10
年
早
く
ほ
ぼ
達
成
し
て
い

る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
宣
言
は
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
設
置
工
事
の

計
画
予
定
で
進
め
て
お
り
、

２
か
年
計
画
で
体
育
館
等
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
し
た

い
。

規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、

教
職
員
の
上
限
時
間
を
規
定

す
る
と
と
も
に
、
在
校
等
時

間
の
上
限
に
関
す
る
方
針
を

策
定
し
て
い
る
。
毎
年
８
月

の
お
盆
前
後
に
10
日
程
度
の

連
続
し
た
学
校
休
業
日
を
設

け
て
い
る
。
県
よ
り
変
形
時

間
労
働
制
に
関
す
る
文
書
が

発
出
さ
れ
、
各
校
長
か
ら
先

を
修
繕
優
先
路
線
と
し
て
い

る
。
舗
装
修
繕
に
は
相
当
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
町
全

体
の
施
策
の
優
先
順
位
も
あ

る
た
め
、
財
政
部
局
等
と
、

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

適
正
な
道
路
の
管
理
・
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。

討
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

懸
念
が
あ
る
。
市
町
の
教
育

委
員
会
で
変
形
時
間
労
働
制

を
採
用
す
る
か
ど
う
か
判
断

を
委
ね
ら
れ
る
と
聞
く
が
、

本
町
で
の
実
施
は
。

生
方
に
説
明
を
行
っ
て
い
る

が
特
段
の
意
見
も
出
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
要
望
、
必

要
性
の
高
ま
り
で
考
え
て
い

く
。
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問 問問 問

森
地
域
整
備
課
主
幹

中
谷
教
育
次
長

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

今
井
住
民
生
活
課
長

問

　
　
昨
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
提
案
を
し
、
町
長

か
ら
の
答
弁
は
、
令
和
３
年

度
に
宇
多
津
小
学
校
の
町
民

体
育
館
と
宇
多
津
北
小
学
校

の
体
育
館
に
つ
い
て
設
計
を

宇
多
津
中
学
校
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

町
長

　令
和
４
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
設
置
完
了
の
予
定

「
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
を

住
民
生
活
課
長

　次
回
定
例
会
に
て
表
明
し
た
い

　
　
町
道
の
管
理
は
道
路
補

修
計
画
に
よ
っ
て
数
年
単
位

で
計
画
さ
れ
、
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
一
つ
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
緊
急

に
道
路
の
補
修
が
必
要
な
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

町
道
の
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹

　限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
総
合
的
に
判
断

　

し
、
令
和
４
年
度
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
、
工
事
に
取
り
か

か
り
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
宇
多
津
中
学
校
の
体
育

館
と
デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
検

　
　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

ゼ
ロ
を
宣
言
す
る
自
治
体
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
が
こ

の
１
年
で
急
増
し
て
い
る
。

香
川
県
に
お
い
て
も
、
浜
田

知
事
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
目
指
す

事
を
表
明
し
た
。
本
町
と
し

て
も
気
候
変
動
に
対
し
危
機

意
識
を
持
ち
、
取
り
組
み
を

推
し
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
「
宇
多
津

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
の
表
明
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
は
、
県
下
の
中
で
も

率
先
し
て
進
め
て
い
る
。
予

定
で
は
あ
る
が
、
次
回
定
例

会
に
て
、
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
表
明

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

　
　
　
　
　
中
学
校
の
体
育

館
と
デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
実
施
計
画
を
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
町
道
は
、

路
線
数
で
約
３
７
０
、
路
線

　
傷
ん
で
い
る
道
路
が
確
認

で
き
た
が
、
現
状
、
町
道
全

体
の
補
修
計
画
の
優
先
順
位

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
昨
年
12
月
の
国
会
で
法

改
正
に
よ
り
教
職
員
の
１
年

単
位
で
の
変
形
時
間
労
働
制

を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

繁
忙
期
と
閑
散
期
を
作
る
こ

と
で
ま
と
ま
っ
た
休
み
を
取

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
業

時
間
の
上
限
を
上
げ
て
し
ま

う
の
で
、
た
だ
で
さ
え
長
い

教
職
員
の
残
業
を
助
長
す
る

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

教
職
員
の
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
は

教
育
次
長

　現
在
、
本
町
で
採
用
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る

　
　
宇
多
津
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
、
い
つ
す

る
の
か
。

延
長
で
約
95
㎞
あ
り
、
経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
年

々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
限

ら
れ
た
財
源
で
舗
装
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。
優
先
順
位
に

つ
い
て
は
舗
装
の
傷
み
具
合

か
ら
「
大
規
模
な
修
繕
を
要

す
る
」
と
判
断
さ
れ
た
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け

環
境
省
の
地
方
公
共
団
体
カ

ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
を
活
用
し
、
本
館
、

北
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
本

年
度
は
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
又
、
空
調
の
事

　
　
　
　
　
　
　
教
職
員
の

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
４
月
に
宇
多
津
町
立

学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

業
を
実
施
し
た
。
町
内
の
防

犯
灯
や
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
取
り
組
み
、
現
在
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
２
０

１
３
年
度
比
に
比
べ
37
・
９

％
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
３

０
年
度
ま
で
40
％
の
目
標
を
、

10
年
早
く
ほ
ぼ
達
成
し
て
い

る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
宣
言
は
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
設
置
工
事
の

計
画
予
定
で
進
め
て
お
り
、

２
か
年
計
画
で
体
育
館
等
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
し
た

い
。

規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、

教
職
員
の
上
限
時
間
を
規
定

す
る
と
と
も
に
、
在
校
等
時

間
の
上
限
に
関
す
る
方
針
を

策
定
し
て
い
る
。
毎
年
８
月

の
お
盆
前
後
に
10
日
程
度
の

連
続
し
た
学
校
休
業
日
を
設

け
て
い
る
。
県
よ
り
変
形
時

間
労
働
制
に
関
す
る
文
書
が

発
出
さ
れ
、
各
校
長
か
ら
先

を
修
繕
優
先
路
線
と
し
て
い

る
。
舗
装
修
繕
に
は
相
当
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
町
全

体
の
施
策
の
優
先
順
位
も
あ

る
た
め
、
財
政
部
局
等
と
、

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

適
正
な
道
路
の
管
理
・
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。

討
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

懸
念
が
あ
る
。
市
町
の
教
育

委
員
会
で
変
形
時
間
労
働
制

を
採
用
す
る
か
ど
う
か
判
断

を
委
ね
ら
れ
る
と
聞
く
が
、

本
町
で
の
実
施
は
。

生
方
に
説
明
を
行
っ
て
い
る

が
特
段
の
意
見
も
出
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
要
望
、
必

要
性
の
高
ま
り
で
考
え
て
い

く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

問 問

近
藤
危
機
管
理
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

問

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
に
つ
い
て

教
育
次
長

　研
修
や
研
究
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
る

　

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
で
は
、

今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
動
画

や
音
声
に
よ
る
学
習
が
可
能
。

数
学
で
は
３
Ｄ
に
よ
る
立
体

図
形
の
映
像
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
視
覚
的
に
イ
メ
ー

ジ
を
得
る
こ
と
が
容
易
と
な

る
よ
う
だ
。
本
町
で
の
現
在

の
状
況
、
教
師
　
生
徒
の
反

応
や
感
想
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
11
月

末
に
全
て
の
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
に
配

布
が
完
了
し
た
。
最
初
は
モ

デ
ル
授
業
で
の
利
用
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
機

能
が
あ
り
、
現
在
で
は
多
く

の
授
業
に
活
用
し
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
の
本
格
利
用
を

前
に
様
々
な
研
修
や
研
究
を

行
い
、
し
っ
か
り
と
準
備
を

進
め
て
い
る
。

健
康
増
進
課
長

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

　
　
医
療
関
係
者
の
負
担
を

軽
減
し
、
緊
急
性
の
高
い
人

に
救
急
医
療
を
提
供
す
る
目

的
で
、
平
成
17
年
＃
８
０
０

０
小
児
救
急
相
談
、
平
成
23

年
＃
７
８
９
９
一
般
向
け
の

相
談
が
開
始
。
夜
間
や
休
日

に
急
な
病
気
や
け
が
で
病
院

救
急
電
話
相
談
の
周
知
啓
発
を

指
定
避
難
所
の
鍵
の
管
理
、
迅
速
な
受
け
入
れ
は

危
機
管
理
課
長

　今
後
、
鍵
の
管
理
方
法
を
検
討
す
る

　
　
雨
の
降
り
方
で
危
険
性

を
察
知
し
、
避
難
勧
告
、
指

示
が
な
く
て
も
自
主
的
に
避

難
す
る
。
特
に
地
震
発
生
後
、

災
害
の
時
間
帯
に
も
よ
る
が
、

施
設
管
理
者
不
在
の
時
間
帯

「
夜
間
休
日
」
に
も
一
時
的

に
避
難
を
求
め
て
避
難
所
に

集
ま
っ
て
来
る
。
現
在
、
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
元

年
度
の
広
報
８
月
号
か
ら
相

談
あ
れ
こ
れ
の
健
康
欄
に
毎

月
掲
載
し
、
県
が
作
成
し
た

二
つ
折
り
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ

ー
ド
を
健
康
増
進
課
窓
口
と

保
健
セ
ン
タ
ー
入
口
に
設
置
。

今
後
は
一
人
で
も
多
く
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
学
校

の
職
員
室
、
お
よ
び
管
理
職

が
管
理
。

　
鍵
の
解
錠
と
迅
速
な
受
け

の
管
理
は
誰
が
、
鍵
の
解
錠
、

迅
速
な
受
け
入
れ
開
設
の
対

策
は
。

に
行
く
か
悩
ん
だ
時
、
午
後

７
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
、

看
護
師
が
医
療
機
関
の
受
診

や
救
急
車
の
利
用
な
ど
適
切

に
助
言
、
判
断
に
迷
う
場
合

は
医
師
に
相
談
。
多
く
知
っ

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
啓
発
を
。

留
ま
る
よ
う
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か

ら
発
信
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。

入
れ
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

管
理
者
が
、
鍵
を
開
け
に
行

く
ま
で
、
外
で
待
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。
指
定
避

難
所
は
耐
震
対
策
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
建
物
内
に
立
ち

入
る
際
は
建
物
の
破
損
の
有

無
を
町
職
員
、
施
設
管
理
者
、

避
難
者
の
代
表
が
、
目
視
に

よ
る
点
検
を
行
い
、
明
ら
か

に
使
用
で
き
る
部
分
の
み
使

用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
者
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
鍵
の
管
理
方
法

を
検
討
す
る
。

　
　
春
は
、
教
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
る
が
　
赴
任
し
て

き
た
教
員
の
フ
ォ
ロ
ー
は
？

　
　
県
教
育
委
員
会
に
出
向

き
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
教
育

に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
っ
た
。

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
県
・
市
町

教
育
委
員
会
と
と
も
に
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組
む
と

述
べ
て
い
た
。
ぜ
ひ
、
攻
め

の
姿
勢
で
連
携
・
連
絡
を
密

に
し
て
諸
問
題
に
対
し
て
前

向
き
に
進
め
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
教
員
同
士

で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
県
教
育

セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
も
開

催
さ
れ
る
。
本
町
に
お
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
雇
用
も
決

ま
っ
て
お
り
支
援
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員

会
、
学
校
、
地
域
及
び
家
庭

が
連
携
し
て
地
域
の
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
、
大
き
な
、

そ
し
て
大
切
な
目
標
に
向
か

っ
て
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

問 問

近
藤
危
機
管
理
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

問

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
に
つ
い
て

教
育
次
長

　研
修
や
研
究
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
る

　

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
で
は
、

今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
動
画

や
音
声
に
よ
る
学
習
が
可
能
。

数
学
で
は
３
Ｄ
に
よ
る
立
体

図
形
の
映
像
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
視
覚
的
に
イ
メ
ー

ジ
を
得
る
こ
と
が
容
易
と
な

る
よ
う
だ
。
本
町
で
の
現
在

の
状
況
、
教
師
　
生
徒
の
反

応
や
感
想
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
11
月

末
に
全
て
の
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
に
配

布
が
完
了
し
た
。
最
初
は
モ

デ
ル
授
業
で
の
利
用
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
機

能
が
あ
り
、
現
在
で
は
多
く

の
授
業
に
活
用
し
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
の
本
格
利
用
を

前
に
様
々
な
研
修
や
研
究
を

行
い
、
し
っ
か
り
と
準
備
を

進
め
て
い
る
。

健
康
増
進
課
長

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

　
　
医
療
関
係
者
の
負
担
を

軽
減
し
、
緊
急
性
の
高
い
人

に
救
急
医
療
を
提
供
す
る
目

的
で
、
平
成
17
年
＃
８
０
０

０
小
児
救
急
相
談
、
平
成
23

年
＃
７
８
９
９
一
般
向
け
の

相
談
が
開
始
。
夜
間
や
休
日

に
急
な
病
気
や
け
が
で
病
院

救
急
電
話
相
談
の
周
知
啓
発
を

指
定
避
難
所
の
鍵
の
管
理
、
迅
速
な
受
け
入
れ
は

危
機
管
理
課
長

　今
後
、
鍵
の
管
理
方
法
を
検
討
す
る

　
　
雨
の
降
り
方
で
危
険
性

を
察
知
し
、
避
難
勧
告
、
指

示
が
な
く
て
も
自
主
的
に
避

難
す
る
。
特
に
地
震
発
生
後
、

災
害
の
時
間
帯
に
も
よ
る
が
、

施
設
管
理
者
不
在
の
時
間
帯

「
夜
間
休
日
」
に
も
一
時
的

に
避
難
を
求
め
て
避
難
所
に

集
ま
っ
て
来
る
。
現
在
、
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
元

年
度
の
広
報
８
月
号
か
ら
相

談
あ
れ
こ
れ
の
健
康
欄
に
毎

月
掲
載
し
、
県
が
作
成
し
た

二
つ
折
り
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ

ー
ド
を
健
康
増
進
課
窓
口
と

保
健
セ
ン
タ
ー
入
口
に
設
置
。

今
後
は
一
人
で
も
多
く
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
学
校

の
職
員
室
、
お
よ
び
管
理
職

が
管
理
。

　
鍵
の
解
錠
と
迅
速
な
受
け

の
管
理
は
誰
が
、
鍵
の
解
錠
、

迅
速
な
受
け
入
れ
開
設
の
対

策
は
。

に
行
く
か
悩
ん
だ
時
、
午
後

７
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
、

看
護
師
が
医
療
機
関
の
受
診

や
救
急
車
の
利
用
な
ど
適
切

に
助
言
、
判
断
に
迷
う
場
合

は
医
師
に
相
談
。
多
く
知
っ

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
啓
発
を
。

留
ま
る
よ
う
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か

ら
発
信
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。

入
れ
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

管
理
者
が
、
鍵
を
開
け
に
行

く
ま
で
、
外
で
待
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。
指
定
避

難
所
は
耐
震
対
策
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
建
物
内
に
立
ち

入
る
際
は
建
物
の
破
損
の
有

無
を
町
職
員
、
施
設
管
理
者
、

避
難
者
の
代
表
が
、
目
視
に

よ
る
点
検
を
行
い
、
明
ら
か

に
使
用
で
き
る
部
分
の
み
使

用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
者
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
鍵
の
管
理
方
法

を
検
討
す
る
。

　
　
春
は
、
教
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
る
が
　
赴
任
し
て

き
た
教
員
の
フ
ォ
ロ
ー
は
？

　
　
県
教
育
委
員
会
に
出
向

き
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
教
育

に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
っ
た
。

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
県
・
市
町

教
育
委
員
会
と
と
も
に
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組
む
と

述
べ
て
い
た
。
ぜ
ひ
、
攻
め

の
姿
勢
で
連
携
・
連
絡
を
密

に
し
て
諸
問
題
に
対
し
て
前

向
き
に
進
め
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
教
員
同
士

で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
県
教
育

セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
も
開

催
さ
れ
る
。
本
町
に
お
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
雇
用
も
決

ま
っ
て
お
り
支
援
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員

会
、
学
校
、
地
域
及
び
家
庭

が
連
携
し
て
地
域
の
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
、
大
き
な
、

そ
し
て
大
切
な
目
標
に
向
か

っ
て
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
教
育
長

問古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

要
望

要
望

要
望

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

高
瀬
教
育
長

問

問

　
　
空
き
家
の
活
用
が
で
き

て
い
な
い
。
な
ぜ
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
が
進
ま
な
い

の
か
。
所
有
者
と
移
住
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
進
ん
だ
の
か
。

今
こ
そ
、
空
き
家
の
活
用
を

ま
ち
づ
く
り
課
長

　今
後
、
各
種
団
体
な
ど
の
力
を
借
り
て
進
め
る

不
登
校
生
徒
の
支
援
は
進
ん
だ
の
か

教
育
長

　支
援
チ
ー
ム
の
成
果
は
出
て
い
る

　
　
中
学
校
の
不
登
校
生
徒

に
は
支
援
チ
ー
ム
で
対
応
す

る
と
聞
い
た
が
、
成
果
は
出

て
い
る
の
か
。
不
登
校
教
室

に
行
っ
て
い
な
い
場
合
や
中

学
卒
業
後
の
状
況
の
把
握
は
。

　
　
地
域
の
各
種
団
体
と
は

ど
う
い
う
団
体
か
。

　
　
不
登
校
経
験
者
の
活
用

は
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
募
集
で
は
な
く
、
正
職
員

の
募
集
の
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
不
登
校
経
験
者
の
体

験
談
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
社
会
に
つ
な
が
っ

て
い
け
る
よ
う
に
切
望
す
る
。

　
　
　
ま
ち
あ
る
き
や
町
家

調
査
を
し
て
い
る
団
体
を
活

用
す
べ
き
。
実
際
に
古
街
エ

リ
ア
に
住
み
た
い
方
も
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で

は
昨
年
２
月
空
家
等
対
策
計

画
を
定
め
た
。
実
態
調
査
に

て
平
成
31
年
１
月
に
判
明
し

　
　
　
　
　
支
援
チ
ー
ム
と

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

た
空
家
２
１
８
軒
の
う
ち
、

利
活
用
は
11
軒
あ
る
。
現
在

の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
は
４

軒
で
、
充
分
活
用
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
今
後
は

地
域
の
各
種
団
体
や
企
業
と

も
連
携
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生

委
員
、
自
治
会
な
ど
地
域
の

実
情
を
知
っ
て
い
る
方
、
建

築
士
な
ど
の
専
門
家
と
の
連

携
を
考
え
て
い
る
。

西本　祐子　議員濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お にしもと　　ゆう こ

カ
ー
２
名
を
配
置
し
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
引
継
ぎ

は
で
き
て
い
る
。
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
校
を
出
席

扱
い
に
で
き
る
よ
う
条
件
整

備
を
進
め
る
。
社
会
に
出
た

時
に
役
立
つ
生
き
る
力
を
つ

け
て
お
き
た
い
。

　
　
令
和
元
年
10
月
に
３
歳

児
〜
５
歳
児
迄
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等

を
利
用
す
る
子
供
た
ち
の
利

用
料
が
無
償
化
さ
れ
た
。
保

育
・
幼
児
教
育
の
無
償
化
に

よ
り
副
食
材
料
費
が
公
的
給

付
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
保

育
施
設
が
実
費
徴
収
し
て
い

保
育
・
幼
児
教
育
の
給
食
費
無
償
化

保
健
福
祉
課
長

　他
市
町
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

　

待
機
児
童
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長

　保
育
士
の
人
員
確
保
に
努
め
た
い

　

　
　
令
和
２
年
10
月
現
在
の

宇
多
津
町
に
お
け
る
待
機
児

童
数
は
６
名「
０
歳
〜
２
歳
」

と
発
表
さ
れ
て
い
る
、
待
機

児
童
が
発
生
す
る
主
な
要
因

は
入
所
申
し
込
児
童
数
の
伸

び
は
鈍
化
し
て
い
る
中
、
保

育
の
受
け
皿
確
保
と
し
て
施

設
整
備
が
図
ら
れ
る
も
、
地

域
ご
と
の
需
要
に
見
合
う
保

育
士
の
確
保
が
十
分
で
な
い

三
豊
市
で
は
会
計
年
度
任
用

職
員
で
は
な
く
職
員
と
し
て

採
用
し
て
い
る
、
宇
多
津
町

で
は
と
の
よ
う
な
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
行

政
は
、
国
の
基
準
以
外
に
県

や
各
市
町
の
現
場
に
合
わ
せ

た
プ
ラ
ン
を
選
択
し
た
過
去

が
あ
り
各
市
町
と
も
に
実
態

に
合
っ
た
施
策
を
行
い
人
口

減
少
、
保
育
士
不
足
、
待
機

児
童
問
題
等
何
を
解
決
す
べ

き
か
を
考
え
取
り
組
ん
で
い

る
。
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、

宇
多
津
町
に
と
っ
て
必
要
と

思
わ
れ
る
施
策
を
取
り
入
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
過
去
４

年
間
に
お
い
て
４
月
時
点
で

は
待
機
児
童
は
い
な
い
が
、

通
年
で
見
る
と
９
月
頃
か
ら

０
歳
児
か
ら
１
歳
児
が
受
け

入
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

職
員
採
用
は
平
成
30
年
度
に

前
年
度
の
退
職
に
伴
い
正
規

職
員
１
名
、
平
成
30
年
度
に

３
名
退
職
に
伴
い
会
計
年
度

る
、
町
内
に
在
住
す
る
全
て

の
３
歳
児
〜
５
歳
児
に
少
子

化
対
策
、
子
育
て
支
援
と
し

て
の
無
償
化
は
可
能
か
。

任
用
職
員
を
１
名
採
用
し
て

い
る
。
新
た
に
会
計
年
度
任

用
職
員
を
２
名
募
集
し
て
い

る
が
、
申
し
込
み
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
こ

も
り
の
相
談
に
は
包
括
で
対

応
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
っ
て
い
る
人
は
そ
の

後
も
支
援
は
続
く
。

　
　
　
　
　
　
ま
さ
に
横
浜

市
の
事
例
を
総
合
教
育
会
議

で
視
察
に
行
く
予
定
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
た
。

の
で
、
ぜ
ひ
早
急
に
進
め
て

ほ
し
い
。

空き家の庭掃除をするボランティア
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一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
教
育
長

問古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

要
望

要
望

要
望

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

高
瀬
教
育
長

問

問

　
　
空
き
家
の
活
用
が
で
き

て
い
な
い
。
な
ぜ
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
が
進
ま
な
い

の
か
。
所
有
者
と
移
住
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
進
ん
だ
の
か
。

今
こ
そ
、
空
き
家
の
活
用
を

ま
ち
づ
く
り
課
長

　今
後
、
各
種
団
体
な
ど
の
力
を
借
り
て
進
め
る

不
登
校
生
徒
の
支
援
は
進
ん
だ
の
か

教
育
長

　支
援
チ
ー
ム
の
成
果
は
出
て
い
る

　
　
中
学
校
の
不
登
校
生
徒

に
は
支
援
チ
ー
ム
で
対
応
す

る
と
聞
い
た
が
、
成
果
は
出

て
い
る
の
か
。
不
登
校
教
室

に
行
っ
て
い
な
い
場
合
や
中

学
卒
業
後
の
状
況
の
把
握
は
。

　
　
地
域
の
各
種
団
体
と
は

ど
う
い
う
団
体
か
。

　
　
不
登
校
経
験
者
の
活
用

は
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
募
集
で
は
な
く
、
正
職
員

の
募
集
の
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
不
登
校
経
験
者
の
体

験
談
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
社
会
に
つ
な
が
っ

て
い
け
る
よ
う
に
切
望
す
る
。

　
　
　
ま
ち
あ
る
き
や
町
家

調
査
を
し
て
い
る
団
体
を
活

用
す
べ
き
。
実
際
に
古
街
エ

リ
ア
に
住
み
た
い
方
も
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で

は
昨
年
２
月
空
家
等
対
策
計

画
を
定
め
た
。
実
態
調
査
に

て
平
成
31
年
１
月
に
判
明
し

　
　
　
　
　
支
援
チ
ー
ム
と

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

た
空
家
２
１
８
軒
の
う
ち
、

利
活
用
は
11
軒
あ
る
。
現
在

の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
は
４

軒
で
、
充
分
活
用
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
今
後
は

地
域
の
各
種
団
体
や
企
業
と

も
連
携
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生

委
員
、
自
治
会
な
ど
地
域
の

実
情
を
知
っ
て
い
る
方
、
建

築
士
な
ど
の
専
門
家
と
の
連

携
を
考
え
て
い
る
。

西本　祐子　議員濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お にしもと　　ゆう こ

カ
ー
２
名
を
配
置
し
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
引
継
ぎ

は
で
き
て
い
る
。
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
校
を
出
席

扱
い
に
で
き
る
よ
う
条
件
整

備
を
進
め
る
。
社
会
に
出
た

時
に
役
立
つ
生
き
る
力
を
つ

け
て
お
き
た
い
。

　
　
令
和
元
年
10
月
に
３
歳

児
〜
５
歳
児
迄
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等

を
利
用
す
る
子
供
た
ち
の
利

用
料
が
無
償
化
さ
れ
た
。
保

育
・
幼
児
教
育
の
無
償
化
に

よ
り
副
食
材
料
費
が
公
的
給

付
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
保

育
施
設
が
実
費
徴
収
し
て
い

保
育
・
幼
児
教
育
の
給
食
費
無
償
化

保
健
福
祉
課
長

　他
市
町
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

　

待
機
児
童
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長

　保
育
士
の
人
員
確
保
に
努
め
た
い
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和
２
年
10
月
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在
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宇
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け
る
待
機
児

童
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０
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２
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各
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に
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に
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減
少
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足
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等
何
を
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決
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べ

き
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で
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る
。
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状
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も
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ま
え
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を
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と
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。
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が
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９
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０
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。
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退
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規
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名
退
職
に
伴
い
会
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度

る
、
町
内
に
在
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す
る
全
て

の
３
歳
児
〜
５
歳
児
に
少
子

化
対
策
、
子
育
て
支
援
と
し

て
の
無
償
化
は
可
能
か
。

任
用
職
員
を
１
名
採
用
し
て

い
る
。
新
た
に
会
計
年
度
任

用
職
員
を
２
名
募
集
し
て
い

る
が
、
申
し
込
み
は
な
い
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引
き
こ

も
り
の
相
談
に
は
包
括
で
対

応
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
っ
て
い
る
人
は
そ
の

後
も
支
援
は
続
く
。
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さ
に
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浜

市
の
事
例
を
総
合
教
育
会
議

で
視
察
に
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く
予
定
だ
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た

が
、
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で
、
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チェックしました

氏　名 研修費 資料購入費（書籍等） 返還額使用総額

150,000円水本 冨美子  　0円

神出　佳宏　　0円

港　　一紫      0円

井上　弘治
            1万8,060円

大黒　一也      0円

西本　祐子
        　      3,070円

濵中　保夫      0円

大松 喜次郎     0円

宮本　　隆
           1万9,400円

藍川 佳津樹
           1万6,147円

０円 ０円

０円 ０円

０円 ０円

０円

０円

０円

０円

０円

０円

日本自治創造学会
２０２０年度 年会費
         2,000円 

０円

・ガバナンス2019/12
・自治体危機

・2025年金融改革と財政出動
・財政型の金融改革
・2021年からの金融と財政分析

・公用文用字用語辞典
・公用文　用字用語の要点
・地方議会 議事次第書・書式例  第４次改訂版  補訂版

・どんな場面も切り抜ける！公務員の議会答弁術

・地方議員のための役所を動かす質問のしかた

・憲法解釈権力
・武器としての「資本論」
・あいまいな会話はなぜ成立するのか
・社会という荒野を生きる
・彼らは世界にはなればなれに立っている
・「仮住まい」と戦後日本　実家住まい　賃貸住まい
　仮設住まい
・人新世の「資本論」
・月刊ジャーナリズム2021年01月号

3,300円
　　　　　　　1,760円

1,320円
1,540円
1,870円

2,420円
1,122円
815円

4,750円
　　　　　　　2,550円

7,150円

2,420円

2,530円

146,930円

　150,000円

150,000円

150,000円

150,000円

130,600円

133,853円

131,940円
6,020円
6,020円
6,020円

  990円
2,080円

150,000円

2021

5.１
第80号
香川県宇多津町うたづ議会だより

定例会「コロナ対策と少子化」ほか
委員会審議「まちなかウォーカブル」ほか
町政を問う「バックアップすべき行政データの特定は」ほか

4
2

6

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
県
外
に
居
る
家
族

や
子
供
、
孫
た
ち
に
会
い
に
行
く
こ
と

を
控
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時

は
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
に
、
ほ
と
ん
ど

書
く
こ
と
が
な
か
っ
た
手
紙
で
も
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
で
は
、
心
境
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
合
え
ま
す
が
、
た
ま
に
は
手
書
き

で
近
況
を
伝
え
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

　
言
葉
で
は
照
れ
く
さ
く
て
伝
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
も
手
紙
な
ら
伝
え
ら
れ
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
会
い
に
行
く
こ
と
が
出

来
な
く
、
つ
ら
い
け
ど
、
あ
の
こ
ろ
は

大
変
だ
っ
た
ね
と
笑
い
あ
っ
て
あ
え
る

日
が
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
よ
、
親
よ

り
」
と
い
っ
た
言
葉
一
言
を
添
え
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
　
一
也
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
大
黒
　
一
也

副
委
員
長
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
西
本
　
祐
子

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

政務活動費はこのように使われています
政務活動費とは…地方議員が調査研究などの活動に必要な経費として使えるものです。宇多津町議会で
　　　　　　　　は研修やセミナーの参加費・交通費・宿泊費のほか書籍代などが認められています。
　　　　　　　　仮払いの自治体が多い中、宇多津町では領収書を添付する精算払いで実費を支払い、
　　　　　　　　年度ごとの残金はすべて町に返還しています。（総額は、議員一人あたり年間15万円まで）


